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上腕骨小頭離断性骨軟骨炎
（osteochondritis dissecans：OCD）

外側型野球肘



外側型野球肘（離断性骨軟骨炎）

◼ 12歳前後の少年野球選手に多く発生。

◼ いわゆる「関節ねずみ」

◼手術も検討します。

上腕骨小頭離断性骨軟骨炎



離断性骨軟骨炎（OCD）

➢小学校高学年に多い、肘外側の痛みと可動域制限。

➢骨端線閉鎖前か後かで予後も治療も異なる。

➢十分な安静は骨端線閉鎖前の場合は良好な結果をもたらす。

➢治療のタイミング、早期発見が重要。



離断性骨軟骨炎（OCD）

病期分類

山崎 2014

（初期） （進行期） （終末期）



上腕骨小頭障害の病期（レントゲン像）

透亮像 離断像 遊離体形成像

岩目敏幸ら  少年野球における肘関節障害 関節外科 2020

初期 進行期 終末期



離断性骨軟骨炎のレントゲン 修復した例

松浦哲也ら 離断性骨軟骨炎の治療と予防 臨床スポーツ医学 2015



保存療法にて修復しなかった例

初診時 4か月後 8か月後 2年後

鈴江ら 成長期アスリートの野球肘－上腕骨小頭離断性骨軟骨炎に対する保存療法 臨床スポーツ医学2012



春日井整形あさひ病院より引用

治療経過の例（上腕骨小頭離断性骨軟骨炎）



離断性骨軟骨炎の治療の進め方

離断性骨軟骨炎

初期 進行期 終末期

保存療法

修復 非修復

競技復帰 手術療法

12ヶ月で
50％

15ヶ月で
90％

早期発見が重要！

鈴江ら 成長期アスリートの野球肘－上腕骨小頭離断性骨軟骨炎に対する保存療法 臨床スポーツ医学2012



外側型野球肘の保存療法（投球禁止時期）

投球だけでなく、
バッティングや腕立て伏せなど
痛みのある腕を使った運動を
行うことは禁止です。

鞄を持つことなども投球側で
は行わないようにしましょう。

食事、書字などはOKです。
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